









◆方法：自記式質問紙調査 郵送法 及び インタビュー調査  
聖隷クリストファー大学の倫理委員会の承認条件を遵守して実施。  
調査Ⅰ①デイサービス  Ａ県Ｂ市・Ｃ県Ｄ市（全数）632 施設 対象：相談員  
②特別養護老人ホーム  Ｃ県・Ｄ県（全数）579 施設 対象：介護統括責任者  
   ③介護福祉士養成校（全数）221 校 対象：教務主任  
調査Ⅱ①～③の調査のうち、インタビュー協力を申し出て下さった方  10 名  
調査Ⅲ特別養護老人ホーム 対象：4 施設に勤務する介護職員  160 名  
◆結果：調査結果の概要は以下の通りである  
調査Ⅰ自記式質問紙調査 Ver.Ⅰ  







調査Ⅱインタビュー調査 調査期間 2013年 8月 1日～12月 26日 6名。結果を踏まえ、  
自己のケアを振り返る力を『省察』として定義し、質問紙調査 Ver.Ⅱを作成。  
調査Ⅲ自記式質問紙調査 Ver.Ⅱ  
調査期間 2014 年 2 月 27 日～3 月 15 日 有効回答 80 名（50.0％）  
自記式質問紙調査 Ver.Ⅱは Ver.Ⅰを基本とし、先行調査を参照し【介護者自身に関する
省察の考え方について】質問項目 12 項目【利用者に関する省察の考え方について】質問
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